
ビ ル マ 語 述 部 要 提

原 田 正 春

- 序 -

私の 『ビルマ文法』 は JLldson や Stewartのそれと違 うところがある｡U.PeMaung Tin

やその他の書 も参考には見たが, しか し私のは少 し特徴がある｡私の考えるビルマ文法/工-= こ

に全部記すわけにいかないので,先ずその述部を取 りあげることに したっ

動 詞は最初に音節的に区別 して い く｡複音節 動詞にもいろいろの場合のあることを知 る｡ 動

L刷 ま名詞にもついて廻 り,また動詞補 として,あるいは構成動詞 として幅広 くはたら(∴

1. 単 音 節 動 詞

sa.dg 始める..

pe･.d巨 与える｡

pya.dE 示す二

ya?tE 立つ,:

hta.d巨 起 きる｡

sa:d∈ 食べる.,

hmad言 注文する｡

hpa?t巨 読む.｡

hma?tg ,-TiL己録する∵

以上のように iの邦,eの部 とい うように分類す る 鼻音はもとより複母音的のもの も 1に

抱合せ しめるC(tg注助動詞参照)

2. 複 音 節 動 詞 Ⅰ

次 の複音節動詞は,個 々にはそれぞれの意味があるが,複合す ることによって別の意味,JiIつ

くり,そ して切 り離 してはその意味がほとんど全 く失われる,否定の場 合には否定詞 ]叫 を複

音苗の前 に置 く｡,

ky6:za:d巨

sl5'.za.･d∈

chi:hmylt).

sofj:hpya?tE

y0日hm畠:dE

yE?sE?t∈

kE.yE.dg

努力 したO

考 え た｡

d∈賞讃 した｡

決断 した′

疑 った｡

苦 しめた｡

非難す る｡
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htau?hka日dE

tai弓bi弓dE

saLlq.Shau?tE

slyif)d豆

S5g畠:d巨

hti.hkai?tE

tau日:baijd巨

支持 した｡

相.淡した ｡

見守 った二

実施 した:,

侵 した｡

負傷す る｡

請願す る｡



so日:m早d言 注意する｡ sa明 ywE?tE 行なうo

chi日:ka?tE 近寄 る. n粥 :Shou?t巨 接吻する｡

swを:1aij:dE 想い出すO

否定の例 : maky6:za:bti:努力 しない｡

3. 複 音 節 動 詞 n

次の複音節動詞は前者が主体であるから,前者のみでもその意味を現わす｡後者は,①単な

る虚辞であるO②強調のため,③意味の深化 ･拡大化のため,大体 この三種である｡勿論否定

詞 m狛 ま前者の前に置 く｡

k色nyid∈

kya日Sau弓dg

gy巧 '.pgdE

pau日:Oi弓:d∈

hpei?kya:dE

su.sau日:de～

sa1au日dE

否定の例 : mak色nyibti:

援助する｡

思策 した｡

拒否する｡

交際する｡

招待する｡

蒐集 した｡

ひもじい｡

協力しない｡

hkE?hk言:dE

chau?hlaて).dE
ht色:cha:dg

hpyE?si:d巨

1vaB:Su?tE

weh抑 de-

困難である｡

おどろか した｡

異色である｡

破壊する｡

恋 しく思い出す｡

配布する｡

4. 複 音 節 動 詞 Ⅲ

次の複音節動詞は後者が主体であるか ら,否定詞 m狛 まやはり後者の檀前に置 くのを通例 と

する｡

tei否:Shau百dg 回避する｡ yetwe?t言 かぞえる｡

(shauijは他の動詞に結ぶ構成動詞の性格を有する｡)

否定の例 : matei弓:Shal巧 bti: 回避 しない｡

5. 複 音 節 動 詞 Ⅳ

次の複音節動詞はそれぞれ同格であるか ら, 接頭辞 串｣こよる名詞化が容易であるO しか し

否定の場合 malrま複音節の前に置かれるのが普通である. これ らは主 として心理 ･能力に関す

ろ｡

･hta:Z粥 :dE 珍 らしい｡ ･pyau日hlau日dg ふざける｡

chi?kyai?tE 愛する｡ hmえkya:d言 通知する｡

ti:hmou?tE 吹奏するo sou?pya?tE 裂ける(｢

qyi召:hk0日d言 争 う｡

上の ･印は接頭辞を附されると,名詞的となる｡たとえば :
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ah tti:asat): 珍 らしいLi=t｡ ati:ahmou? 吹奏 亡J

at]y l 口 ..ahko IL〕 云 い争 い

否定 oj例:

mah土tL:Z粥 :btl: 珍 らしくない magyi巧:hkofjbti: 云い争わない

6. 複 音 節 動 詞 Ⅴ

次U)複音節動詞 も同格であるが,接続助詞 lによる分離が極めて容易である.J

le叛〕_kya.di ころげ落 ちるL leiu.ywe.ky串di ころげ落ちる

hnif]htou?Oi 追 い出す,｡ hniijyWe.htou?Oi追 い 出す｡

hmwehnau?Oi かき回す= hmweywe.hnau?Oiかき回す

否定討 m石目ま前にも中にも入れ られ/ら

7. 複 音 節 動 詞 W

扶 レ_)複音節動詞も同格ではあるが, しか し接頭辞による名詞化や助 詞 による分離は帰則 的 に

行なわれない､

sai?yau?t巨 到着する,J tihtaufjd巨 建設する｡′

hkafjZa:dE 享受す る

(前者C/)比重はより大きく, LIUjそれに近い｡)

構成動詞について

-)U刃巾象概念をつ くっており,切 り離せないC｢水遊びする｣ も同様であって, この場合は｢す

る｣が大きい役割 を果たす : そ うい う形式のもcjjが ビルマ語には人変 幻 ､ujであって私はそれノ

)Li-構成動詞と称する｡ それ らを見'Jjkける一番の方法は助詞を入れて 見ることである｡ 例えば

｢勉強する｣は ビルマ語 では sahpa?tE,Sakye?tEであり, 助詞を入れて saou?k6hpa?

tE とすると ｢本を読む｣であり,具体的に ｢本｣'Li/示 し,それを強調することになる,:

ビルマ語においては ｢する｣の他に ｢なる｣｢ある｣ は極めて 重要で 特別扱いすべきもujと

IfJ-えるか ら1,そ うい うもuj.は tとし他をHと'jJけてお く､.

構 成 動 詞 I

hpyi?tE 成立,認定を示す. shi.d巨 存在 , 意志を示す｡

lou?tE 動作,行為を示す｡ hti白d言 思椎,推遠を示すc

ttidE 類イ以,可能を示すL kya.d巨 過程, 結果を示す

ka明 :dg 心理,心情を示す｡

② hpyi?tE ｢成 る｣｢です｣

zawezawahpyi?tE - ッキ り Lfi:'.､ h t0日: Zaghpy i? tE 習慣 であ ;::',
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ahpytihpyi?tg 白である｡

1) hpyi?は英語の be動詞のようなもの｡

2) hpyi?t巨を構成的に見ない時は hpyi?動詞, t-E助動詞｡

3) これに相当する一字で示す ものは,b豆:baである｡

Odhpyi?tg t彼です' Otiba t彼です' 0ab豆: t彼です

これはおおむね問いに対する答えの時に用いる｡

4) hpyi?は動詞の後に来 る時 t実現 した', を現わす動詞補となる｡

② shi.d∈ ttある"

nya弓Shi.d豆 智慧がある｡ 頁明だO

(nyagga.Shi.dEとはいわない｡)

Oi?sashi.d∈ 義理固いo 忠誠を示すo

saBda.shi.d∈ 意志がある｡ 希望がある｡ 願 うo

(ate?bE1au?shi.byilE:おい くつになりま したか.)

saya と共によ く用いる例 :

py5:zayashi.d∈ 云 うことがある｡ qyi笥:ZayamaShi.bti: 文句はないo

w∈zayashi.d言 買いたい物がある｡ lou?sayamashi.bti: 仕事はない｡

sa:zayamashi.bti･.食物はない｡ me:zayえshi.dJE 質問がある｡

Oa?ti.shi.d豆 勇気がある｡

(参 lou?tE す る｡ 作る｡ 成 る｡

alo117lou?tE 仕事をする｡ chi日Zalou?tg 漬物をつ くる｡

hkwe:lou?t∈ 馬鹿にする｡

④ hti日d言 思 う｡

h6hmashi.d白･mou弓hlaei弓hti弓d∈ あそこにあるのはモン ･フラの家 らしい｡

dakyunou?hahti召d∈ これは私のものと思 う｡

⑤ ttid主 似 る｡

gyapagltimy6:ne.ttid豆 LlJ本人に似 る｡

mau日ba･lou?hagttid-E モンバが したらしい｡

名詞 hag｢態度l(この場合は p5,pau?をよ く伴 う)および助詞 nE.,hni.と共に多 く用い

る｡構成的に扱 う｡

⑥ kya.d巨 成 る｡ 至る｡

at6:cha.d巨 利息を増す｡

aO0日:kya.d喜 役に立つ｡

htauうkya･dg 投獄 される｡
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ahlE.kya.d g 版番が来 るo

gwa.kya.d ∈ 困る｡

nau?kya.d 巨 遅れる｡



neyaky串d巨 うまく 行く maOach早d巨 葬式をす るo

haBky争d∈ 呉合がよい 6ab5:ky串dE 満足す る〔

∂abaw串ky串dg l′l然だL, mWel.n与kvadを 誕/日｣に ､■付二る

llJ:galei?m冬kyqdE 英国 帰 人にそっ くりだ｡

sei?atikyadg 心が定ま,I,:i

⑦ ka明 : よい｡

py5zayakauり:dg 楽 しい ー a:nazayえka明 :d巨 気の毒だ＼

chi?sayakat巧:d巨 愛 らしい L mOfj:Zayaka明 :d巨 憎 らしい

kyau?sayakat巧:d∈ 恐ろ しい｡ yezayaka噂 .･d巨 おか しい｡

1) sayaの代りに sahpw巨,zabw巨をJ机 ､ることもあるが, これは限 られており,上 側 でい

えば大体 chi?sabw言として以外は使用 しない｡ ただ しkyau?sabwIEbi臼のように ka明 :

･Ji-用いずに書かれ ることはあるこ

2) kau8:は ｢よい｣であるが,kauu･.Zえ d巨で ｢よ く食べ る｣ とはならず,｢よき!_口舌,'王

室二受した｣｢恵まれた｣ とい うことである｡

構 成 動 詞 ⅠⅠ

;V, 詞 Xsa噂 負 う｡ 保つG

ahmu･sat巧 d巨 任務を果すLT,

mi日galasauf)d喜 結婚す るo

haBSau日dE ふ り,JiTす る｡

;/.[.=A.rjxpa 含む, 伴 う()

sei?padt 興味を持つ｡

wa6anapadE 趣味を持つ｡

.'Y'. 1詞×yai? 打つ｡

da?po日yai?tg 写 真をとるo

hp巨:yai?t∈ トランプをす る｡

告 .irijxpyE? 生れ るo

sei?pyE?tを 悲 しむo

wu?pyE?tE 義務を怠 るこ

I.?. 詞 ×Oa 勝 る ｡

1a.Oad∈ 月夜 だL-ノ

wl巧 '.飴 dg 嬉 しい ,J

r . 詞 Xy串 得 る ｡

ii:ya.dE 力強 く思 う｡

ei日dayesat巧 d豆 おちついた態度を保つ｡

yau日SaL巧 dE 装 う｡

k6W噂 Sauijd巨 妊娠す る｡

qWePad巨 カネを持 っているL1

1tipad巨 人;ニーつれて来 るrJ

gayE?yai?tE 反望す るC

kyaug二pyE?tE 学校を休む ｡

OE?Oad∈ 楽 二なる｡

(ladl.ya.dE 思 い 出 す ｡

- 85-



nal巧 d争y串dE 後悔する｡ ana巧 y争d言 勝つ｡

:'汚 詞 ×ti日 頂 く o 載せるo

apyi? tifid 巨 罪をかぶせる｡ kye:Z缶･.t両 d言 感謝す る(,

6ad 5d :ti日d 巨 申上げる｡

名 詞 ×1a明: 注 ぐ ｡

swag:ia明 :dE 布施する｡

pWelau否:d巨 ば くちをするC

名 詞 ×wi召 通 じる｡

aO0日:Wi日dE 役に立つ｡

akywa召:wi日dE仲良 しである｡

名 詞 ×lai? 追 う｡ 従 う｡

amE:la主?tE 猟に出るo

a161ai?t豆 自由にさせる｡

名 詞 ×Oa? 殺す｡

ashei笥Oa?tg 速度を落す｡

as0日:Oa?tE 最後とする｡

焉, 詞 ×pyu. 行なう｡

atlpyu.dE 確立 した｡

shi日Pyu.d巨 得度式をあげるO

yela鞘 :dg 水を注 ぐo

asawi弓dqE 食べものがよく通 る｡

ahmu.lai?tg 事件を追 うO

mi:Oa?tg 火を消すo

gadi.pyu.d∈ 約束する｡

aOi.ahma?pyu.舶 承認す る｡

aOo召:pyu.dE 使用する｡

htei弓:myal.ml召gaは pyu.deI 結婚式をあげる｡

吾.詞×yau? 至るo 達するo

dou?hk卑yau?tg 困るo hkayi:yau?tE効果をあげるD

ayayau?怯 ものになる｡

名 詞×tai? 当たる｡ 打つ｡

ka･.ta主?rE 奉が衝突する｡ si?tai?t言 戦争するO

mi ･.p色 tai?t-E アイロンをかけるQ letai?t言 風が吹 く,J

名 詞 ×tE? 登る｡ 上る｡

kyat巧:tE?tg 登校する｡

n昭 :te?t-E 即位するO

名 詞 ×pe: 与える｡

え:pe:d巨 はげますo

aktlanyipe:dE援助を与えるO

se:yo笥tE?tE 入院する(,

ch粥 :祖 pe:d至 許 してあげるr､

ash喝 :pe:dg 負けるし
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告 討 ×kai? 噛む｡ 痛むJ

gat巧:kai?tE ユ甜 摘 ミす る､ノ

Owa:kai?tLE 歯が痛む:,

;(. 詞×sha 探すO 求める ,

si:pwa:shadE経済活動 をす る｡

dou?hkashad巨｢世話をす るO｣

'tTT 詞 ×pau? 日芽 える,, 闘 くG あ ′く∴

Oi?piIJpau?tE 木が吐える｡

1af):pau?tE 道が開通す る｡

(jabs:pau?tg 意味 となる｡

呂詞 ×shつ. まける｡

ze:sh〇.d巨

畠:sh〇.d巨

名 詞 ×yti 取 る｡

aOa:ytidE

bweytid巨

aye:ytid-E

名 詞 ×nE? 深 い｡

aya明 nE?tE

nyanE?tE

値引 く｡

あきらめ る｡

TFiこ

甘 い汁をす う｡

I,亡に立 板す る｢

問題 にす るし､

濃い｡

色が濃い､

夜がふ けろ｣

名 詞×hta: 置 くLl

pyi?hta:d言 放って置 く,

6ab5:hta:dE 考えを抱 こ.

:JT 討 ×chou? 縫 う､

ei日:gyichou?tE 着物を縫 う｡

ni.goij:Chou?t巨 終 結 とす る｡

/:(] 詞 ×kyit]. 行な う｡

anai日kyiD.dE 弱物い じめす るL

madei日:kyiq.dE暴 力をふ る う ｡

宮 詔×sE? つな ぐU

hnou?se7t∈ 挨拶す るこ

1afl:SE?tE 道をつな ぐ,メ

wulj:kai?t∈ 根痛が す る

qWe巳年ShadE 小使い互 か せ ぐL

neyashad豆 場所を探す｡

bei日:Pan?t豆 タイヤがパ ンクす る｡

htipau?tE 宝 くじが当た る｡

Oe:pau?tE 小便,Jt-す る-

1E?shつ.d巨 あきらこ/)るJl

got:]ytid巨 宮.誉に思 う

ahkw亘).ytid∈ 許 可,宣･得 る

yenE?t巨 木 が深 い

gadi.hta:d巨 約束を忘れないC

sagyou?chou?t巨 条約を結ぶ｡

m6:chou?tE 夕闇が迫 る.-

makauj:kyil〕.d∈ 悪 しき行為をす る√

mei?sE?tEIJ 紹介す る ､

- 87-



I(. 討×hpye 答える｡

am5:hpyed巨

y粥 hpyed巨

sei?pyぅdE

y0日:Slfj:dg

gadisautトdg

au.a:0亘)dg

ae:mi.d喜

ahti弓kyi:d言

良:nad巨

aleOwえ:d巨

atu.hk6:d言

ahmu.htaB:d巨

d5:pw串dE

sa:p5.dE

ze:wEdg

mi :1au日dE

nab粥 :10日:d言

na:1巨dE

加 1-ぐ｡

疲労を回復す るo ganaf):hpyed巨算数を酢 く ｡

喧 嘩の仲裁をす る｡

楽 しい｡

退庁す る｡

約束を守 る｡

不思議 に思 う｡

風を引 く｡

思 い あがるO

気の毒 だ｡

ei?pyぅd豆 熟睡 した｡

kyat巧:Si白:d巨下校す る｡

el召SauU.d巨 留守番をす る｡

ohkai? Oig.d巨 折 がよい｡

Oahk6:mi.dE 盗人を捕 える｡

ahti日hm畠:dE 感違いする｡

W噂 :n巨:dg 残念だ｡

旅行(遊び)に行 く｡ahkt巧 kau?ts 税金を徴収す るo

真似 る｡

任務を遂行す る｡

怒 る｡

甘い｡

買物をす る｡

火事になる｡

柏僕を とる｡

理解す る｡

amyE?htwE?tg 怒 る｡

d5:0串htadg 怒 る｡

sa:161.dE 塩辛い｡

akya?twed-E 当惑す る｡

m6:hk6d巨 雨やどりす る｢,

ei日mE?mE?te夢を見 る｡

na:htau日d∈ 傾聴する｡

m6:1i召:dEL 夜 が明ける｡

否定するには否定詞 m串は動詞根 の前 に置かれ る. その場合の動詞根 はすべて音便を行なわ

ない｡

例 : m6:malifr.bti: 夜 は明けない｡

構 成 動 詞 ⅠⅠⅠ

構 成動詞 Iuは動詞の方 に 重心が 置かれているわけであるが, これは反対 に名詞の方に置

く,否定詞 m串は後続の動 詞の前 に置 く｡

(1) ba (2) hmaf): (3) hmi (4)ko召

(1) saou?p畠ytlgE. (ついでに)本 も持 って来なさいO

(2) kyunou?hmaij:Oi.nedala: 礼 (だとい うこと)を知 っていたのですか｡

(3) achei日hmi yau?tep 時間 (に間に合 うよう) に行 けた｡

(4) aswag:ko日ky6:za:dE 力いっぱいの努力を した｡

否定U)例 '･ aswaij:koBmaky6:za:加 -: 全力をつ くして努力 しない｡
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形 式 動 詞

普通の動詞だが,形式動詞と しての要素が多分 にあるujで, 別 に一 項を設ける,Jこれキ第 -_

動詞 と称 して もよい｡

(1) sahpa?pe:dE 本を読んでやる=

(2) pyう:py串dt 説 明 する

(3) sai?hta:dE 植えてあるc hlu?hta:dE 成ってあるO

形式的と称 して もいろいろあ り,kyi.,ya,ne,等 も同類 となることがあるO

使 役 動 詞

形式動詞もこれ も構成動言継)中におさめてよいC/)だが,やはり区別 して置きたい｡

zed言 使いにやる｡ Owa:zedTg 行かせ る,J

py5'.py卑Ze 云わ しめよo nebaze いいU)だよ｢ノ

anatinezeya mE 権力は確~fr_されていねばな らない｡

sei?k6py5zedi 心を楽 しませ る｡

anyuて).mat0日:Zey串bti'. 芽は摘み取 られぬよう｡

Owa:bay串Ze さような ら｡ lou?payaze や らせて下 さい.｡

i~必 らず｣ に転 じた例 : (この場合は Aukamyi? を附す)

pyl:Zeya mE 必 らず終 らせねばな らぬ｡

Owa:y早ZSm巨 必 らず行けるようさせてあげる｡

｢選択｣ に転 じた例 :

yau?kya:hpyi?seme1日:mahpyi?se 男女を問わず-一

受 身 動 詞

勿論,語尾変化 しないものだが,これ も便宜上, ここにまとめて置 く｡

hkaBd∈ ｢受ける｣動詞 ｡

｢何々された｣ とい うきまった表現がある｡

ayai?hka日y早dE な ぐられた｡ as6hk粥 y早dE しか られた

受身の要素を持つ構成動詞 と して

t埼 hmyau?chi日･.hk粥 y串dE 選ばれ た ｡

aywe:hka百yad∈ 選挙 された｡

y早,Tr伴 うことに注意す る｡ なお,動詞 と しては mahk粥 naijb血堪えられないO

構成動詞 として

am争hka日d∈ 保証 す る｢ノ aSig:y言:hkaf)d巨 困苦欠乏に堪える′二

6.g粥 dE 客を欽迎す る0
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形 容 詞

ビルマ語においては形容する語の用法が,ほとんど動詞の場合と一致するので,特に形容詞

の品詞を設ける必要がないようだ｡名称 としてはむ しろ日本語の場合のように形容動詞とする

か,あるいは用言という中で扱 うのが適当のようだ｡ しか し実体をよ く理解するため動詞との

比較を して見る｡

動 詞 の 場 合

lillei召

chi?0缶

hpyi705:ahmu.

di16ahkwip.

ahpyi?my6:

yai?chi日Sei?

ak0日yau召:8i

kyi.kyi.nedE

achei覇hmi dg

ko召ko召yau召:dE

ウソをつ く人

愛する人

起 った事件

このような機会

-ような出来事

なぐりたい気持

すべて売 った

見てばかりいた

時間に間に合 う

残 らず売 った

形 容 詞 の 場 合

ltigau召:

pu.Oti

we:85:aya?

di16ahl争

aw畠myo:

hlagy巧 zei?

amya80wa:ai

ni:ni:ladg

achei召ng'.dg

よい人

脊の低い人

違い地方

このような美

-ような黄色

美 しくなりたい気持

早 く行 った

だんだん近づいた

時間が足 りない

my粥 myaBOwa:dE早 く行 った

以上のように動詞と形容詞との差はほとんどないのであるが,ただ違 っているのは副詞をつ

くる場合で,形詞容は swa,zwaを付 してもつ くられるのに対 して動詞はそれができぬという

ことである｡

kau弓:zWaye:8i 上手に書いた｡

もっとも,zwaが付けられるのは形容詞の中でも主 として

myagZW畠 早 く, kau弓:mt巧 ZWa よく,

hpye:hnyi笥:zwaゆっくり,

といったようなもojに限られるo nE:zwaytigE.｢少 し持 って来い｣ とはいわない し, ｢軽 く

しなさい｣を p〇.zwalou?pa ともいわない｡このような場合には通例 al巧 助 詞を[削 ､る｡

あるいは,hke?hlazw白.55:alou?｢大変困難な仕事｣の場合に見 られるように, 他の形容

詞の後に zwaがついているのではないか,という疑問が起 るかも知れない｡ しか しこの zwa

はもはや副詞的作用を していないと見 るべきだろう｡ また

we:zwaaya?

も同様で副詞的作用を しているのではな く,65:の代用と見るべきだろう｡ た だ し動詞に は

このような 例を 見ない｡ また hou?lezw争 ｢よ くやった./｣ (ニュアンスはもっとある)の

zw串は zwaの名残 りではないかとの疑問は起 り得る｡
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いずれにせよ, ビ ルマ語 においては動詞と形容詞を厳重に区別せねばな らぬ積極的の理由は

ない｡パー リ･サ ンスクリッ ト倍用語は自づと別である｡

助 動 詞

動言副ま助動詞の助 けを得て陣述の用をなすが,その代表的なものは日本語の ｢ます｣｢です｣

に相当する m喜,dEである｡ 変 っているのは b言:と pまで,前者は動詞 と助動詞の役 目を同時

に兼ているもので,後者はb豆:のような機能 も有するが,大体は助動詞として働 く｡ この二者

を前 に置いて区別する｡

なお,助動詞は複合 しない｡ba,gye,peは助動詞補にもあるか ら注意するこ,

b喜: (動詞 ×助動詞)

(1) diltibg･. ｢この人です｣

b至:が両棲名詞の後に置かれる点は後出の ba,di:とよ く似ている｡

これは hpyi?tgに相当する｡alagえ･.hyi?tE｢何もならないです｣｡ しか しこの 場合は b言:

を用いるのを慣用 とする｡d畠bE:｢これだけだ｣等 も同様である｡

窄汗L'Jの da,baのように,ここでは hmab言:が問題 となるc

Otiye:hm畠b-e:(彰彼が書 くのです｡ 実はこれは種 々の訳が可能で, ②彼は書 くに相異な

い｡③彼は書 く筈である｡④彼は書 く立場にある｡⑤故って置いて も彼は書 く｡

つまり義務的, 自然的,断定的に用 い ることができる｡ もっとも,表現を確実にするために

副詞や助動詞補を付 けることもあるが, しか し hmab巨:の形式はやはりひんぽんに用い られ

/;) ｡

それでは次の場合は b巨:は省略 された ものと見 るべきだろうか｡

Otilahma

この hm狛 まm巨Ⅹhaで, H本譜の ｢-ます ×は｣｢-るのは｣｢- るは｣ に相当する｡ しか

しビルマ語のその結合形における haの役割は, 訴えや感嘆や疑問を示す｡ そうして見 ると

hmaは助 動詞｡それでははじめか ら b-a:は不要であるのだろうか｡

それはそれとして別の面か ら見 ると, 成るほど hmaは mEに通 じると して も, その後に

b巨:と同種の hpyi?tgを置いて見るとわかる｡ ち ょうど口本譜に似て,･･････するのである｡

紬 1amyihpyi?Oi

ただ 王二1本語の場合 と違 って,b∈:を省 くことによって種 々の意味を強調 し得 る｡

1) diltibE:hpyi?tE｢やはりこの人だ｣｡dab巨:Shi.d∈｢これだけである｣｢これ しかな

い｣ 前者は副詞接尾,後者は助詞｡

2) matet粥 bg:teya詩i｢死なな くて もよいのに死んだ｣ma-b言:は接続の役目を してい

7■
/㌔)
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(2) ba,pa (助)動詞

htai日ba ｢座 りなさい｣

この ba は命令形として多 く用いるが,それは強い命令でな く,｢座 って下 さい｣の程度.

丁重さのあるところか ら,別の ba (敬語,助動詞補) と混同されやすい｡

htai召ba に疑問詞 1a:を付け,htai日b畠1a:とすると,種 々のニュアンスを含むようにな

り,その場合 p争,ba となることがある｡

どうぞお掛け下 さい｡

お座 りなさい ?

座 りなさい !

座 ったらどうなの !?

b畠 は ｢座れ｣ と強い命令にならないまでも, 話者の態度や状況等に応 じて与える感 じが違

って くる｡なお疑問語尾 1え:の役割は大きく,この場合多分に感動的性格を有する｡

命令形の他にいま一つ名詞の直後に置 く方法がある｡形式的には動詞 と助動詞を同時に兼ね

ているように見える｡saou?pa｢本です｣｡つまり b言:と同様 hpyi?tEの代 りに baが用い

られているというわけである｡代置可能は同格内容を付与 していると見てよい｡省略現象 とし

ては hpyi?padEが pa だけを残 したとなるO 敬語助動詞補の ba と同音同字であり,関係

も多少はある｡

｢1本語か らも理解できるように kyunou?pa｢私です｣は, 基本的には主語に対する補語,

問いに対する答えとして生きる｡それでは次の ba はどういうことになろうか｡

akal巧 :Py5:d豆ba 良いことを云 っているのです｡

ためを思 って云 っているのです｡

この場合の baの文法的性格を認定するのはそう簡単ではない｡というのは dえは d言助動

詞 × hえ助詞であるが,daで表現が終 ることがよくあるため, 一一見 baの文法上の位置が不

明確となる｡ しか しこの ba はやはり hpyi?pad巨に相当するものであって, ここでは強調

するため敢えて省略 したのである｡ この da は py5:gyi日:｢云 うこと｣の gyi弓:名詞形成語

尾は類似する｡

またこの baが助動詞であることは,疑問語尾 1a:を付けて見てもわかる｡

akau召:py5:daba1a: 良 く云 って くれたので したね｡

もっとも,これは感嘆であ り, それ以外ではない｡ この ba は敬語助動詞補ではない.ba

を除 くと意味が変 って しまう｡

aka喝:Py5:data: 良 く云 っているのですかo

これの答えが先のようになるのである｡ したがって bA の後には 助動詞 の来 ることがない

が,接続助詞の来 ることはある｡
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shau?pえmd 上 申す ると

なお,音調上,または強調のため,bえ はよく p冬 となるo

na1日a噸 tai?p争mauijy巨 陣つよう戦 ってね,あなた｡

(3) dEtg,5i, 助動詞

この時柏は現在および過去である｡ chi?tEは現に ｢愛 している｣のであり,過去に ｢愛 し

た｣のである｡ しか しまた現に ｢愛 している｣ とい うことは,現在只今よりも何秒か前かある

いはもっと以前か ら ｢愛 して来た｣ ことであ り得 るか ら,実質的には進行形のようにもとれる｡

それでは ｢過去 に愛 したことがある｣.'まどうい うべきか, 門.音か らいえば b缶:,ge.,mi./､-I,

再伸 T.-)]詞補を付ければよい〔 しか しこの!j,/i,一合は,｢過去｣とか ｢上川lj-Jの語 'Ji-加えて

aylgahkahmado.chi?payE. 以前には愛したよ｡

とするのが自然であろう｡

dgは紬象概念を も示すc

chi?tEs6dahadagESlfj:Za:kyi.d〇.na:1巨bo.malwg

受するということはよくよく考えて 見るとなかなかむずか しいC

(罫 m巨,myi 助動詞

この時相は現在か ら未来,といって も話者の意志に 関わる場合が多い｡-1射知こはそれ白身必

然作や蓋然性 はあるだろうが, そうい うものについて も 話者の意志が 示 されることが多い｡

0凸1am言

では ｢彼｣の意志よりも話者の意志の方が認め られる｡そこには話者a)確信 がfirまれる｡､

勿論,客観的事実 としては d巨を用い, ｢机上に木がある｣は zabw豆:b5hmasaou?shi.

dE｡ しか しそれを話者の意志 として示す場合には,｢ある筈だ｣｢あらねばならぬ｣.つまり信

念を伴 った表現 となる｡

1. e i? h ta噸 d g :hmえ sh i,d E ポケ ッ トの朝 二ある｡

2. ei?htat巧 d巨hma shi.m-E ポケ ッ トの車にある｡

1.は事実,2.は信念に基づいているo

未来形 1eir)助動詞補を m言の前 に置 くときでも,必 らず Lも単純未来 とはな らぬ し, また

1e亘).がないか らといって必 らず意志が含 まれるとは限 らないこ 結局は話者LJj態度や文脈や状

況等を計算に入れて判断せ ざるを得ないだろう｡

(参 dEと mEの相異点

前述の通 り d豆は現在か ら過去に,mEは現在か ら未来に用いるが, 両者とも現在を合むC/つ

で使用上よ く間違える｡両者の違いを一層- ッキ リさせるため.いま少 し比較を して 圧よう｢

過 去 未 来

as6t碩 Owi日:eli.Oti申入れ/Jfした人｡ as6tifjOwi否:myi.0缶 申 し入れをす る人.
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Owえ:y争8i 行かねばならなかった｡ Owa:yamyi(今後)行かねばならない.

py5･･gE.看i 云 ってきた｡ py5:1eiて).myi 云 うで しょう｡

前記 したように dEは事実や 抽象的概念を 示 し得るので単純な 関係詞ともなる｡ myiは当

然 ｢今後｣に関する｡

saai.akyau召:ayえ

ーをはじめとする事柄

balahu.hk5yamyi.ahpwe.

今後バラと呼ばねばならぬ団体｡

---- 強 制 的

なお,myiは疑問詞 b言の代 りをする,ただ し文語的｡

以下は説明を省 く｡

(4) i助動詞 (5) pyi助動詞 (6) che,gye助動詞 (7) pe,be助動詞

(8) 8adi:助動詞 (9) daga:助動詞 (10) aO.助動詞 (ll) 1atag.助動詞

(12) au召助動詞 (13) zo.助動詞 (14) yE.助動詞

動詞補には次のものがある｡

(1) ya (2) nai日 (3) ta? (4) hk巨:,gg: (5) hkE? (6) 1W言

(7) Oa (8) 16 (9) kau弓･. (10) htai?,dai? (ll) Oiロ. (12) t粥

(13) a? (14) sa百･ (15) pyi弓: (16) 1au? (17) Ow畠: (18) la主?

(19) pyi? (20) ne (21) hpyi? (22) wuひ (23) y巨: (24) yi?

助動詞補としてほ次のものがある｡

(1 ) chi日 (2) b也: (3) 1eit). (4) hkE. (5) le (6) pa

(7) la? (8) bi. (9) pe

- 94-


